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１．概要（Summary） 

MgAl2O4 (スピネル)は III-V 族半導体の成長基板等と

して知られている．デバイスの微細化に伴い，基板表

面の原子レベルでの理解が重要となっている．本研究

では，絶縁性酸化物の表面観察に適した非接触原子間

力顕微鏡（nc-AFM）を用い，試料の清浄化と高分解

能観察を試みた．観察の結果，長周期の構造が形成さ

れている可能性が示唆された． 

 

２．実験（Experimental） 

観察は，豊田工大の温度可変型走査プローブ顕微鏡

（VT-SPM）と，申請者の大学所有の常温型走査プロ

ーブ顕微鏡を用いて行った．一部の実験で，豊田工大

で作製されたカーボンナノチューブ探針（CNT プロー

ブ）も用いた．観察は全て常温で行った．試料は大気

中で 1000℃で加熱した後，SiC ヒーターと共にサンプ

ルホルダーにマウントし，真空チャンバ内で Ar スパ

ッタおよび加熱を行った． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 に，真空中で 1400℃で加熱した試料について比

較的広範囲で観察した表面の nc-AFM 像を示す．図に

見られるように，ステップおよびテラスが形成されて

きている．Fig. 2(a)に，Fig. 1 で点線で囲んだ部分のク

ローズアップを示す．さらに，平坦な部分のコントラ

ストを調整し，平滑化処理を行ってノイズを低減させ

た後の像を Fig. 2(b)に示す．この図において，バルク

の単位格子から予想されるよりも非常に大きな周期

（Al や Mg の配列に比べて 9 倍，O の配列に比べると

18 倍）の輝点の周期が観察される．このことは，試料

表面において長周期の再構成が起こっている可能性

を示唆しているといえる．なお，CNT プローブは更な

る性能向上の可能性が示された． 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 
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６．関連特許（Patent） 

なし。 

Fig. 1  NC-AFM image of 1400 °C - annealed 
MgAl2O4(111) surface (VG = -1.0 V, Δf = -50 Hz, 500 × 
500 nm2).  

Fig. 2  (a) Close-up image of the area indicated in Fig. 
1 (VG = -1.0 V, Δf = -150 Hz, 50 × 50 nm2); (b) 
contrast-adjusted and smoothed image of the flat area.  
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